3月5日『百科全書』研究会発表内容
飯田賢穂
東京大学総合文化研究科博士課程
題目：ルソーの『道徳書簡』に見られる「サンティマン」の三つの用法
要旨：
ジャン-ジャック・ルソー（1712-1778）が、彼の著作の中で、「サンティマン（sentiment）」という言葉を多用することによって、彼の主張の特異性を示そうとしていることは、周知の通りです。しかし、この言葉があまりにも日常的に使われているために、ルソーが、なぜこの言葉を彼の主張の要として選んだのかということが曖昧になっていると考えられます。
もちろん、E・カッシーラや、特にR・ドラテに代表される研究者が、「サンティマン」を主題的に論じていることも確かです。とはいえ、彼らは、「サンティマン」を核とする様々な派生型（例えば「憐れみ」や「良心」等）に関して解説することをその研究の中心とし、当の核である「サンティマン」それ自体が何であるかという問いに対しては、明確な答えを出していないように見えます。
今回の発表もまた、ルソーの「サンティマン」とは何であるかという、本質に関する問いに答えることはできません。しかし、彼の執筆した『道徳書簡』で使われている「サンティマン」という言葉には、少なくとも三つの用法があることを明らかにし、ルソー研究に貢献したいと考えております。これらの用法とは次のものです。すなわち、①直観的な認識活動、②命題の定立に先行する原理、③そして説得の手段の三つです。
本発表は、次の五つの段階を通して、これらを明らかにします。第一に、『道徳書簡』の随所に見られる読者の「心(cœur)」に呼びかけるという文体に注目して、「サンティマン」に関する二つの論点（この文体が使われる文脈と各文脈に通底するテーマに関するもの）を把握します。第二に、これらの論点を具体的に検討します。すなわち、「サンティマン」の直観的な認識活動としての側面を、「理性(raison)」との対比を通して、また原理としての側面を「情念(passion)」との対比を通して明らかにします(これらの対比は「第二書簡」の中にあります)。第三に、「サンティマン」のこれら二つの側面の輪郭を際立たせるために、ニコラ・マルブランシュ (1638-1715)の「サンティマン」に関する説明を参照します。第四に、マルブランシュの説明を踏まえて「サンティマン」の原理としての側面を再び検討し、これを基に「心」への呼びかけという文体が持つ効果を、哲学の視点から再度検討します。最後に、結論を示します。
上に示したように、本発表の基本的な視点は哲学（史）です。具体的には、特に17世紀に哲学史の中に登場する「サンティマン」や「心情（cœur）」に関する思想の潮流の中に、ルソーを位置づけるという方法を主に使います。もちろん、このような方法をとるということは、ルソーの著作の持つ豊かな文学性や緻密な修辞性を一先ずわきに置くことになります。とはいえ、特に修辞性の問題に関しては、なぜルソーの著作がこの性格を持たなければならなかったのかという問いに、本発表は、哲学の視点から接近することができると考えられます。
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